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「総評」 

 課題など忙しい中、案を提出した頂いた皆さんに先ずは感謝します。もう少し大胆なデザインでも許容されるプロジェクトだったので、全体的に、もう少し思い切った提案でも良かった

かも知れません。また皆さんに実施の経験が無いという部分があるからでしょうが、提案した全体のデザインと、提案した細部のディテールに、ズレがある案が多かった気がします。とは

いえ各提案に対し、クライアントも大変喜んでおり、確実に実現する事になると思いますので、実施案は、自らの作品として、今後も、真摯にプロジェクトに取組んで欲しいと思います。 

 

実施案）近藤直輝案 二又大瑚案 

 

 当初、クライアントに PDFデータを送って見せた際は、二又案に決めましたとの回答があり、その後クライアントと会って実際に打ち合わせをしたところ、デザイン的には近藤案の方が

気に入っているが、ファサードを面材で覆った場合、閉鎖的になり過ぎないかとの懸念から、二又案の方が良いとの判断でした。私としては、双方の案の類似点も多いので、クライアント

とも相談し、近藤案と二又案を、共に実施案とし、二人で共同して検討を進めて欲しいとの事になりました。 

 

次点）大西加那子案 

 

 プレゼンテーションも充実し、コスト的な部分も考慮し、更に建築的で詩的な提案だったので、最後まで迷いました。ただクライアントから、この提案を採用した場合は、既存のサッシ

ュを交換した方が、パースのイメージに近いデザインが実現するので交換したいとの意見があり、その場合は入居者に許可を取るなど住居内部の工事が必要となる点、また既存の庇を、ア

ール形状にする工事が予想以上に大掛かりになるのではないかとの懸念もあり、その繊細な表現をイメージ通りに実現する場合、デザインのシンプルさ故に、当初の予想以上に大掛かりな

工事になるだろうとの結論となり、次点としました。 

 

特別賞）藤井康仁案 

 

 二案作成した内の一案を PDF化しクライアントとの面談時に見せたのですが、クライアントはデザインを気に入り、別の所有物件で実現してみたいとの話しも出た程でしたので、特別賞

としました。因みに、クライアントとの打ち合わせ時に、元々Ａ３縦使い二枚だったのを、私がＡ３横使い一枚にまとめて出力して見せた結果、プレゼンの密度が上がり好印象に繋がった

部分もあると思います。 

 

岩穴口颯音案 

 

 途中というコンセプトや、ファサードをずらすという表現方法を、クライアントは、かなり評価していました。ただ、既存の躯体を削り出して磨くという改修方法が、かなりの大工事に

なると予想され、更に築年数が経ち、劣化が予想される躯体が露わになる部分での懸念も残りました。その困難を乗り越えて躯体を削り出すデザインが、より魅力的に伝わるプレゼンであ

れば結果が変わったかもしれません。 

 

若杉陸案 

 

 私個人としては、案のブラッシュアップ次第で、一番、面白い表現になる可能性を秘めた案として高く評価しています。ただシンプル故に実際に具体化する場合は、一番コストが掛かり

そうな懸念が残るのと、恐らく、このデザインならば、アルミの格子では無く、別素材で、格子のピッチも更に細かい方が、プレゼンのパースのイメージに近づくと考えています。その意

味で、自分のイメージに最も近い表現方法の提案であれば、もっと案を押せたかも知れません。 



「コンペ参加者全員が卒制で優秀な成績を残す」





「実施プロジェクト案」
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